
                            

    

 

   

１
０
月
１
５
日
、
草
津
市
が
発
足

し
て
６
０
年
に
な
り
ま
す
。 

今
月
は
、
移
り
行
く
山
田
の
姿
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
見
ま
し
た
。 

ご
存
知
で
す
か
？
大
津
と
山
田

間
に
、
昭
和
４
３
年
ま
で
汽
船
の
航

行
が
あ
り
、
人
々
の
足
と
し
て
暮
ら

し
に
役
立
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
で
は
湖
岸
一
帯
の
農
地

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は

船
を
使
っ
て
農
機
具
や
農
作
物
を

運
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
り
、
山
田
全
体
に

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

                

昭
和
４
０
年
代
な
か
ば
の
Ｊ
Ｒ

琵
琶
湖
線
複
線
化
な
ど
を
期
に
、
住

宅
開
発
や
大
型
商
業
施
設
の
立
地

な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
様
変
わ
り

し
、
当
時
の
山
田
を
思
い
起
こ
す
風

景
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
て
も
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
情
報
化
が
急
速
に
進 

                        

む
中
で
、
自
動
車
で
の
移
動
が
当
た

り
前
の
便
利
な
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。 

一
方
で
は
、
「
無
縁
社
会
」
と
い

う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
高

齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
も
相
ま
っ

て
、
地
域
や
社
会
に
お
い
て
人
々
と

の
絆
が
薄
れ
大
き
な
社
会
問
題
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
制
６
０
周
年
を
期
に
、
こ
の
間

に
私
た
ち
が
、
暮
ら
し
の
中
に
豊
か

さ
を
追
い
求
め
る
が
た
め
に
、
失
っ

た
も
の
は
何
か
に
つ
い
て
、
一
人
ひ

と
り
が
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 
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９
月
１
５
日(

月) 

敬
老
の
日
（
９
月
１
５
日
）
は
、

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て

こ
ら
れ
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

お
祝
す
る
国
民
の
祝
日
で
す
。 

当
日
は
、
橋
川
渉
草
津
市
長
、
清

水
和
廣
草
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

長
や
山
田
学
区
選
出
の
市
会
議
員

な
ど
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
な
ご
や

か
な
中
に
も
厳
粛
な
お
祝
い
の
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。 

式
典
の
後
は
、
昼
食
の
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
、
松
原
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
話
を
聞
き
、
午
後
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
と
進
め
ま
し
た
。 

 

 
 

              

山
田
幼
稚
園
の
皆
さ
ん
が
、
「
げ
ん

こ
つ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
」
を
歌
い
な

が
ら
、
出
席
者
と
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し

た
り
、
小
学
校
の
皆
さ
ん
の
力
強
い

ダ
ン
ス
「
山
小
エ
イ
サ
ー
２
０
１
４
」

を
踊
っ
て
い
た
だ
い
て
、
か
わ
い
い

孫
た
ち
に
目
を
ほ
そ
め
て
い
ま
し

た
。 ま

た
、
檜
扇
会
の
舞
踊
に
、
う
っ

り
と
見
入
っ
た
り
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
バ

ッ
ク
に
皆
で
合
唱
し
た
り
し
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

な
お
、
敬
老
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
ま
し
て
、
学
区
内
の
各
町
内
会

長
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
皆
様
に
多

大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

 

８
月
３
０
日(

土) 

地
域
支
え
合
い
運
送
支
援
事
業

を
推
進
す
る
た
め
、
草
津
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
、
山
田
学
区
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
新
し
い
車
の
貸
与
を

受
け
ま
し
た
。 

地
域
支
え
合
い
運
送
支
援
は
、
今

年
か
ら
始
ま
る
事
業
で
、
高
齢
者
・

障
害
者
な
ど
、
社
会
と
の
つ
な
が
り 

が
薄
く
な
り
つ
つ
あ
る
人
や
、
日
常 

                

生
活
の
支
援
が
必
要
な
人
に
対
し 

て
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
や
介
護
予
防
、

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
の
場
へ
の
参 

加
促
進
な
ど
を
支
援
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
送
迎
を
行
い
ま
す
。
利
用
者

に
は
、
送
迎
に
か
か
る
ガ
ソ
リ
ン
代

と
通
行
料
、
駐
車
料
金
を
負
担
頂
く

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
に
「
い

つ
で
も
、
電
話
一
本
で
直
ち
に
」
と

は
い
き
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
、
地
域
福
祉
の
活
動

の
ひ
と
つ
で
す
。 

今
後
、
利
用
者
の
ご
負
担
な
ど
、

細
か
い
約
束
事
を
検
討
し
、
決
ま
り

ま
し
た
ら
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、

実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

   

８
月
３
０
日(

土) 

ひ
と
い
き
い
き
部
会
の
取
り
組

み
と
し
て
、
第
２
回
目
の
平
和
祈
念

事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。 

昨
年
に
引
き
続
き
、
県
平
和
祈
念

館
か
ら
語
り
部
の
田
中
慶
希
さ
ん

に
、「
滋
賀
県
に
み
る
昭
和
の
戦
争
」

と
題
し
て
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の

様
子
を
中
心
に
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

滋
賀
県
か
ら
延
べ
９
万
人
が
戦

場
へ
、
し
か
し
３
万
人
以
上
が
戦
死

さ
れ
る
な
ど
悲
惨
な
時
代
で
、
特
に
、

学
校
で
は
、
食
糧
難
の
中
で
運
動
場

が
芋
畑
と
な
り
、
４
年
生
以
上
の
子

ど
も
た
ち
は
麦
刈
り
の
勤
労
奉
仕

作
業
に
駆
り
出
さ
れ
る
な
ど
、
勉
強

も
ほ
と
ん
ど
出
来
な
い
過
酷
な
毎

日
で
あ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、「
対
馬
丸 

さ
よ
う
な

ら
沖
縄
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。 

沖
縄
か
ら
の
疎
開
船
「
対
馬
丸
」

に
乗
船
し
た
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
犠
牲
に
な
っ
た
状
況
を
目
の
当

た
り
に
し
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
戦

争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。 

最
後
に
、
健
康
推
進
員
に
作
っ
て 

い
た
だ
い
た
「
す
い
と
ん
」
を
試
食

し
、
参
加
さ
れ
た
方
に
と
っ
て
は
、

平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
貴
重
な
一

日
に
な
り
ま
し
た
。 

  

 

８
月
か
ら
草
津
市
の
草
津
川
跡

地
整
備
事
業
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
滋
賀
県
で
は
こ
の
工
事
に
あ

わ
せ
た
浜
街
道
の
整
備
を
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
８
月
２
９
日
に
ま
ち

協
の
役
員
や
学
校
関
係
の
代
表
者

に
参
加
い
た
だ
き
、
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
の
老
朽
化
し
た
橋
の
撤
去

を
含
め
た
浜
街
道
の
整
備
は
、
草
津

川
跡
地
の
利
活
用
と
と
も
に
将
来

の
山
田
学
区
に
と
っ
て
重
要
な
事

項
で
あ
り
、
今
後
協
議
会
と
し
て
も

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
滋
賀

県
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

           

第 ２０ 号 平成２６年１０月１日号（２） 

地
域
支
え
合
い 

運
送
支
援
事
業 

 

敬
老
会
を
開
催 

“
平
和
を
考
え
よ
う
” 

平
和
祈
念
事
業
を
実
施 

  

浜
街
道(

旧
草
津
川)

の 

整
備 

滋
賀
県
の
説
明
会 

   



１１月２日（日）１０：００～１５：００ 

室
戸
台
風
殉
難
か
ら
八
十
年 

慰
霊
式
開
催 

                            

     

 

                                

                                 

  

９
月
１
７
日(

水) 

山
田
小
学
校
に
お
い
て
、
室
戸

台
風
殉
難
慰
霊
式
を
行
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
９
年
９
月
２
１
日
、
室 

戸
台
風
に
よ
り
山
田
小
学
校
校
舎 

が
崩
壊
し
、
児
童
、
教
員
の
尊
い 

命
が
奪
わ
れ
、
多
く
の
重
傷
者
も 

出
ま
し
た
。犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
、 

防
災
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
す 

る
意
義
深
い
行
事
で
す
。 

全
校
で
の
黙
祷
後
、
学
校
長
、 

地
域
の
方
々
、
学
級
児
童
代
表
に 

よ
る
献
花
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
当
時
小
学
三
年
生
で 

被
害
に
あ
わ
れ
た
南
山
田
町
に
お

住
ま
い
の
堀
井
正
清
さ
ん
か
ら
、

お
話
を
お
聞
き
ま
し
た
。 

            

              

「
ど
ん
な
に
科
学
が
発
達
し
て
も
、

自
然
を
壊
す
よ
う
な
科
学
は
科
学

で
は
な
い
。
自
然
を
侮
る
こ
と
な

く
大
切
に
し
、
自
然
と
と
も
に
暮

ら
し
て
ほ
し
い
。
明
日
は
ど
う
な

る
か
わ
か
ら
な
い
、
今
日
一
日
一

日
を
大
切
に
、
充
実
し
た
日
を
生

き
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」と
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
お
話
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
を
機
会
に
、
命
の
大
切

さ
や
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
の
仕

方
や
集
合
場
所
な
ど
を
ご
家
族
の

話
題
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

当
日
、
た
く
さ
ん
の
花
を
持
っ

て
き
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第 ２０ 号 

平成２６年５月１５日号（１） 平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年１０月１日号（３） 

会場：山田小学校  

○模擬店では、前売り券を町内会を通して販売して
います。 

         前売り価格     当日価格 

かやくご飯    ２００円    ２１０円 

うどん      ２３０円    ２５０円 

フランクフルト  １３０円    １５０円 

焼きそば     １８０円    ２００円 

みたらし団子   １４０円    １５０円 
 
前売り券は当日販売より少し値引き価格になっています。購入

希望の方は、町内会長にお尋ねください。 

＊オープニング 
＊作品展示コーナー 
＊ステージ発表 
＊餅つき 
＊フリーマーケット 
＊子ども体験 
＊子どもコーナー 
＊地産地消啓発コーナー 
＊お楽しみ抽選会  
＊模擬店 
・かやくご飯  ・うどん 

・焼きそば   ・みたらし団子 

・フランクフルト・たこ焼き    

・ぽん菓子   ・ジュース    

・綿菓子    ・ぜんざい    

・大学いも   ・コーヒー   

・フライドポテト      他 

 

 

「山田ふれあいまつり」の詳細は、
後日お知らせします。 

 

○ステージ発表の一般参加団体(２組)を募集します。 

１０月１７日まで受付、２組を受け付け次第締め切ります。 

ダンス・歌・手品・楽器演奏などで、ふれあいまつりステージで

発表できるもの。出演時間は１０分程度になります。 

申し込み先 山田市民センター (５６２－００４４) 



   

力
を
合
わ
せ
て
ヨ
ー
イ
・
ド
ン 

１
０
月
１
２
日(

日) 

 
 
 
 
 

午
前
９
時 

開
会
式 

・
町
別
対
抗
競
技 

 

玉
入
れ 

 

綱
引
き 

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー 

大
玉
リ
レ
ー 

ケ
ツ
圧
リ
レ
ー 

・
自
由
参
加
種
目 

 

ウ
ォ
ン
テ
ッ
ド(

借
り
物
競
走) 

 

パ
ン
食
い
障
害
物
競
走 

 

防
災
満
水
リ
レ
ー 

 

交
通
安
全
競
走 

 

仮
装
レ
ー
ス 

 

江
州
音
頭 

そ
の
ほ
か
、
小
学
生
の
徒
競
走
、

幼
児
レ
ー
ス
、
災
害
救
援
ゲ
ー
ム
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

雨
天
の
場
合
は
、
翌
日
に
開
催
。 

山
田
学
区
体
育
振
興
会 

      

     

 

 

や
ま
だ
い
っ
ぷ
く
サ
ロ
ン 

 

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集 

 

年
末
に
向
け
て
、
パ
ソ
コ
ン
で
年

賀
状
つ
く
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。 

市
内
在
住
の
６
０
歳
以
上
の
方
が

対
象
で
す
。 

 
 

 

・
日
時 

１
０
月
３
１
日(

金) 

 
 
 

１
１
月
１
４
日(

金) 

 
 
 

１
１
月
２
８
日(

金) 

全
３
回 

午
後
１
時
３
０
分
～ 

・
場
所 

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

・
受
講
料 

９
０
０
円 

・
定
員 

パ
ソ
コ
ン
無 
１
０
人 

 

 
 
 

パ
ソ
コ
ン
持
参
１
０
人 

 
 
 

申
し
込
み
多
数
は
抽
選 

・
締
切 

１
０
月
１
５
日(

水) 

・
問
合
せ
先 

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

（
５
６
２
）
０
０
４
４ 

           

   

第
３
講
座 

８
月
２
１
日(

木) 

第
４
講
座 

９
月
１
７
日(

水) 

 

各
町
で
開
催
さ
れ
る
町
内
学
習

懇
談
会
を
控
え
、
各
町
内
の
同
和
教

育
推
進
委
員
な
ど
を
対
象
に
、
第
３

講
座
・
第
４
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

第
３
講
座
は
、
市
同
和
教
育
啓
発

講
師
団
の
上
寺
和
親
さ
ん
か
ら
、

「
人
権
・
同
和
問
題
学
び 

の
視
座
～
あ
な
た
は
ど
う 

生
き
る
の
で
す
か
～
」
と 

題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

自
分
自
身
の
生
き
方
を 

振
り
返
っ
て
大
切
な
こ
と 

は
何
か
？
ま
た
、
推
進
員 

に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割 

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

第
４
講
座
で
は
、
懇
談 

          

。 

会
に
向
け
て
、
最
終
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
ま
し
た 

あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
の
解
決
と

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
住
み
よ
い
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
各
町
内

会
で
開
催
さ
れ
る
懇
談
会
に
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 

山
田
学
区 同

和
教
育
推
進
協
議
会 

 

 
 

                     

     

・
日
時 

１
１
月
７
日(

金) 
 

 
 
 

午
後
７
時
３
０
分
～ 

・
講
師 県

地
球
温
暖
化
防
止
活
動 

推
進
員 

山
本 

悦
子
さ
ん 

・
場
所 

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

           

第 ２０ 号 

平成２６年５月１５日号（１） 平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年１０月１日号（４） 

☆山田幼稚園運動会 

 １０月４日(土) 
 
☆すぎのこ保育園運動会 

 １０月４日(土) 

 山田小学校運動場 
 

★食育講座 

 １０月７日(火)９：３０～ 
 
☆区民体育祭 

 １０月１２日(日) 

 山田小学校運動場 
 
★高齢者講座（パソコン講座） 

 １０月３１日(金) 
 
 
☆山田ふれあいまつり 

 １１月２日(日)１０:００～ 

 山田小学校 
 
★環境講座 

 １１月７日(金)１９:３０～ 
 
☆山田小学校わくわく音楽会 

 １１月８日(土) 
 
☆総合防災訓練 

 １１月１６日(日) 

 山田小学校 
 
☆学区同推協 館外研修 

 １１月２６日(水) 

三重県人権センター 
 
★印の会場は山田市民センター 

(公民館)です 

高
齢
者
講
座 

環
境
講
座 
区
民
体
育
祭 

「
町
別
懇
談
会
」 

に
向
け
て 

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と 

地
球
温
暖
化
」 

９月、山田一帯で黄金色に染まった稲穂が垂 

れ、秋本番をむかえ、農家の人たちが稲刈りをするコンバインの音に、

ふるさとの実りと収穫の季節を感じます。  

山田は、古くからの穀物地帯であり、農村文化が育まれてきました。 

米づくりは八十八の手間をかけ、大切に育てられているように、私た

ちの山田も、地域のみんなが協力しながら育て、実り多いものにして

いきたいと思います。 

 

実りの秋 


